
青森県消費生活基本計画（第４次）案の構成

令和４年度～令和８年度（５年間）

1  安全で安心な暮らし

2  消費者の自立

3  持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の実現に向けた消費生活

◇目的
消費生活の安定と向上

◇基本的な視点
｢消費者の権利の尊重｣と｢消費者の自立の支援｣

・青森県消費生活審議会
等への取組状況報告

・計画の見直し等

・消費生活センターの強化
・市町村の相談体制充実に
向けた支援

・関係機関、団体との連携
強化

・消費者との連携・協力等

安全で安心な消費生活の確保
・商品・サービスの安全性確保など

公平・公正な消費生活環境の確保
・商品・サービスの表示や規格等の適正化など

消費者被害の未然防止と救済
・効果的な啓発活動の展開と迅速かつ的確な情報提供など

生活関連物資の安定供給
・物価情報の提供など

消費者に対する環境教育等の推進
・環境教育・学習の推進など

環境に負荷の少ない消費行動の推進
・エシカル消費の推進など

１ 計画策定の趣旨

2 計画の期間

・国計画や社会経済環境の変化等を踏まえ見直し
・消費者教育推進計画としての性格を併せ持つ

1 計画の目的と基本的な視点

2 施策の基本的な柱

１ 社会経済環境の動向

１ 安全で安心
な暮らし

2 消費者の自立

３ 持続可能な開発
目標(ＳＤＧｓ)
の実現に向けた
消費生活

1 計画の進行管理 2 施策の推進方策 3 計画に関する評価指標

第１章 計画策定の基本的な考え方

第２章 消費生活をめぐる現状

第４章 施策の展開方向

第５章 計画推進のための方策

消費者教育の推進
・ライフステージや場の特性に応じた消費者教育の推進など

消費者への情報提供の充実
・情報収集・提供機能の充実など

消費者のネットワーク構築
・消費者が参加しやすいネットワークの構築など

・超高齢社会と地域コミュニティの衰退
・成年年齢の引下げ
・新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響
・デジタル化の進展・電子商取引の拡大
・持続可能な社会の実現に向けた機運の高まり
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・相談件数は横ばい
・相談内容はますます複雑・多様化

2 本県における消費生活相談の状況

3 消費者行政推進の取組
・相談窓口の強化等

第３章 計画の基本方針

①消費生活センターの認知度
②消費者ホットライン｢188｣の認知度
③安全確保地域協議会設置市町村の県内人口カバー率
④相談員の資格保有率
⑤相談員の研修参加率
⑥消費者啓発事業への年間参加者数
⑦若年者(20歳未満)の消費生活センターの認知度
⑧若年者(20歳未満)の消費者ホットライン｢188｣の認知度
⑨「社会への扉」等を活用した消費者教育の実施率

⑩エシカル消費の認知度
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